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本プロジェクトでは、「アジア・オセアニア地域における会計・監査問題」という幅広いテー

マのもとで、さまざまなデータベースを整備するなど研究環境を充実させることで、内容と手法

の両面において多様な研究成果を、学会・研究会での報告や論文の公表という形で国内外に発信

しています。 

 現在取り組んでいる研究テーマの具体例としては、以下のようなものが挙げられます。 

• COVID-19 とディスクロージャー 

• 情報情報（定性情報、自発的開示情報）の情報有用性 

• 財務情報における経営者バイアス 

• 国際会計基準 (IFRS) 適用の帰結 

• 専門的会計判断に対する言語文化的要因の影響プロセス 

• 日本企業の配当行動 

• 財務会計システム・基準が企業行動に及ぼす影響 

• 債務契約における会計情報の利用と帰結 

• 経営者能力の測定と影響 

• コーポレートガバナンスと会計行動 

• ゴーイングコンサーン開示 

 また、国立台北大学、インドネシア大学それぞれと、定期的に研究会を開催することで、お互

いの研究成果を報告するとともに、研究者間の交流を活発化する機会を設けています。 

 近年の研究成果としては、以下のものが挙げられます。 
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